
 

 

 

 

 

1 調査結果 

(1) 分布状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答数の最頻値は16問、平均正答数は14.1問です。R5年度と比較して、正答数が18問以上の層が減少した分
布となっており、思考・判断・表現の正答率が全体的に減少していることが要因と考えられます。また、正答数が
５問以下の児童は全体の 5.6％であり、R5年度から 2.6ポイント増加しています。この層に属する児童へのきめ
細かな指導が引き続き必要です。                

 
(2) 領域等の正答率  

観  点 ・ 領  域  等 正答率 （ ）はR5 

知識・技能                  （ 9問 ） 67.2 % （ 70.5 % ） 

思考・判断・表現（話すこと・聞くこと）    （ 4問 ） 57.0 % （ 69.2 % ） 

思考・判断・表現（書くこと）          ( 4問 ） 55.8 % （ 63.1 % ） 

思考・判断・表現（読むこと）               （ 7問 ） 49.8 % （ 59.1 % ） 

 
(3) 結果概要 

  ア 〔知識及び技能〕については、９問出題され、正答率は67.2％でした。 
     ○ 「文脈に沿って、漢字や語句を適切に使う」は昨年度に引き続き良好でした。 
     ● 「漢字の由来、特質について理解する」について課題が見られます。 

イ 〔思考力，判断力，表現力等〕（話すこと・聞くこと）については、４問出題され、正答率は 57.0％でした。 
   ○ 「話し合いの適切な進め方を捉える」は比較的良好でした。 
   ● 「意図に応じて、話の内容を捉え、適切な質問をする」について課題が見られます。 
ウ 〔思考力，判断力，表現力等〕（書くこと）については、４問出題され、正答率は55.8％でした。 
   ○ 「文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文章を整える」は、比較的良好でした。 
   ● 「自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く」については、引き続き指導の工夫

が必要な状況です。 
エ 〔思考力，判断力，表現力等〕（読むこと）については、７問出題され、正答率は49.8％でした。 

○ 「場面の展開を捉えて読む」は比較的良好でした。 
● 「目的に応じて、必要な情報を見付けて読む」（短答式問題）について課題が見られます。 

 
(4) 経年比較問題の状況（○改善、◇改善傾向、●課題が継続、△▼はR5県学調との比較により増減を表す） 

通番号 正答率 比較 調査のねらい 
◇13(読) 73.1% △22.8 場面の展開を捉えて読む。 

●14（知・技） 39.6% ± 0 修飾と被修飾との関係を理解する。 

●20(読) 52.9% ▼13.1 段落相互の関係に着目して読む。 
●24(書) 47.6% ▼ 9.7 自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く。 

 
◇ 通番号13は、大幅に上昇しました。指導改善の成果が表れていることが考えられます。 
● 通番号14は、直近３年間、同程度の正答率で推移しており、課題が継続している状況です。 
● 通番号20、24は正答率が下降し、課題が見られている状況です。 
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授業改善の手引 小学校第５学年国語 

 



小問正答グラフ

1 2 3 4 5 6 9 0
選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無解答

1 意図に応じて，質問を工夫する。
69.0

8.3% 17.8% 69.0% 3.6% 0.0% 選択

2 意図に応じて，話の内容を捉え，適切な質問をする。
30.1

53.4% 30.1% 0.0% 16.4% 記述

3 話し合いの適切な進め方を捉える。
69.3

69.3% 5.3% 7.3% 15.0% 選択

4 理由や事例などを挙げながら，話の構成を考える。
59.7

5.6% 59.7% 11.6% 19.6% 選択

5 自分の考えを伝えるための書き表し方を工夫する。
57.2

57.2% 12.9% 9.4% 18.7% 選択

6 文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文章を整える。
60.9

4.6% 14.8% 60.9% 15.6% 選択

7 文脈に沿って，語句を適切に使う。（対義語）
80.7

18.1% 80.7% 0.0% 1.0% 記述

8 文脈に沿って，漢字を適切に使う。
75.0

75.0% 12.2% 4.4% 5.2% 選択

9 漢字の由来，特質について理解する。
46.0

7.4% 46.0% 15.3% 26.6% 2.1% 0.1% 0.0% 2.5% 選択

10 第４学年配当漢字「種類」を正しく書く。
65.2

26.2% 65.2% 0.0% 8.4% 記述

11 第４学年配当漢字「果（たして）」を正しく書く。
64.7

21.8% 64.7% 0.0% 13.5% 記述

12 登場人物の気持ちについて，叙述を基に捉えて読む。
58.4

25.9% 5.1% 8.4% 58.4% 選択

13 場面の展開を捉えて読む。
73.1

11.9% 6.3% 73.1% 6.0% 選択

14 修飾と被修飾との関係を理解する。
39.6

5.3% 18.9% 32.3% 39.6% 選択

15 第４学年配当漢字「置（いて）」を正しく読む。
95.0

2.6% 95.0% 0.0% 2.5% 記述

16 第４学年配当漢字「満面」を正しく読む。
81.4

15.3% 81.4% 0.0% 3.3% 記述

17 登場人物の心情について，描写を基に捉えて読む。
44.0

28.1% 44.0% 11.8% 11.7% 選択

18 登場人物の心情について，描写を基に捉えて読む。
30.2

54.9% 30.2% 0.0% 14.8% 記述

19 国語辞典の使い方を理解する。
57.3

4.1% 24.0% 57.3% 10.9% 選択

20 段落相互の関係に着目して読む。
52.9

52.9% 16.6% 13.9% 11.5% 選択

21 目的に応じて，必要な情報を見付けて読む。
29.2

47.4% 29.2% 0.0% 23.2% 記述

22 目的に応じて，必要な情報を見付けて読む。
60.9

4.4% 10.9% 13.6% 60.9% 選択

23 段落構成を考えながら指定された長さの文章を書く。
57.7

27.8% 57.7% 0.0% 14.6% 記述

24 自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く。
47.6

36.8% 47.6% 0.0% 15.7% 記述

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

1 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

５年
国語 岩手県事務局 正答率

   選   択   №　　　　　　   　　　　　　　　

出題形式



(5) 課題が継続している問題について（問題分析及び授業実践アイディア例） 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 問題の概要と結果 

４ 説明文を読んで考えたことについて、文章に書

く。（『NHKふしぎがいっぱい５年生』の要約） 

４（３）① 正答率２９.２％ （問題番号 21） 

＜ねらい＞ 目的に応じて、必要な情報を見付けて読む。 

説明文を読んで考えたことを書いた文章において、必要な情報を本

文から見付けて、条件に合わせて記述する。 

学習指導要領における内容 

〔第５学年及び第６学年〕 

思考力、判断力、表現力等 

C 読むこと（１）ウ 

目的に応じて、文章と図表などを

結び付けるなどして必要な情報を

見付けたり、論の進め方について

考えたりすること。 

イ 問題の分析と考察 

この問題は、山本さんが本文を読んで考えたことについてまとめた文章の、空欄に入る言葉を記述する問

題です。子育てをする魚の目的と育て方との因果関係について、必要な情報を見付けた上で、問題の条件に

合わせて記述する力が求められます。 

誤答を分析すると、全く関係のない内容を記述したり、「〜ないように…」という条件を満たしていなかっ

たりしているものが多く見られました。また１つ前の問題番号２０（段落相互の関係に着目して読む）の正

答率は 50％程度でした。このことから、誤答の要因は、文章の内容と必要な情報との関係が理解できてい

ないことに加えて、複数の事例が列挙されている文章全体の構成を捉えられていないことにあると考えられ

ます。文章全体の構成を捉えた上で、必要な情報を見付けられる力の育成に課題があると考えられます。 

B  目的に応じて、必要な情報を見付けて読む。 

ア 問題の概要と結果 

３ 物語を読んで考えたことについて、感想を話し合う。 

３（３）正答率３９.６％ （問題番号 14） 

＜ねらい＞ 修飾と被修飾との関係を理解する。 

登場人物の心情を理解するうえで有効な、様子を表す言葉（修飾語）

が、文中のどの言葉を詳しくしているか見付けて選択する。 

学習指導要領における内容 

〔第３学年及び第４学年〕 

知識及び技能（１）カ 

主語と述語との関係、修飾と被

修飾との関係、指示する語句と

接続する語句の役割、段落の役

割について理解すること。 

イ 問題の分析と考察 

ここ数年、修飾語の問題の正答率は 30％台です。子どもたちがこの問題につまずく要因は何でしょうか。

小学校６年間で、修飾語を「くわしくする言葉」として取り立てて指導する時間は、教科書会社によって多

少の違いはありますが、６年間で２，３時間です。もし、この２，３時間しか指導しないとすれば、子ども

たちに、生きて働く知識・技能として身に付くことは難しいのではないでしょうか。 

この問題を、今回、あえて物語から出題したねらいもそこにあります。物語の登場人物の気持ちを具体的に

想像するとき、低学年では、文の述語に着目できるようにし、中学年では、述語を詳しくしている修飾語に

着目できるようにします。先生方は、日々の授業でそのようにされているのですが、子どもたちは無自覚的

に学んでいることが多いため、そこを結び付ける必要があると考えられます。 

つまり、子どもが考えを述べた際、その根拠を問うことで、子どもは修飾語に着目します。しかし、自分が

着目した語句が修飾語であるという自覚がありませんので、「なぜ、分かったか」を振り返る必要がありま

す。子どもが、物語を深く読む、または、豊かに読む際に、「様子を表す言葉」や「くわしくする言葉」が大

事なのだ、と実感すれば、子どもの中に必要な知識・技能と位置付けられ、物語を読むたびに、繰り返し活

用され、定着すると考えます。 

A  修飾と被修飾の関係を理解する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大前提：「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」は、
相互に関連し合いながら育成される必要がある。 

（『小学校学習指導要領解説国語編』P.８） 

つまり 
「読むこと」の学習を通して、「修飾と被修飾の関係
を理解する」力も根気強く育んでいく！ 

そのために 

ポイント① 課題解決的な単元を構想しましょう！ 

ポイント② 考えの根拠を叙述に求めましょう！ 

ポイント③ どうして解決できたか明確にしましょう！ 

単元で育む

資質・能力

を明確にし

たうえで、 

子どもの初

発の感想や

素朴な疑問

をもとに、 

子どもの中に「なぜだ

ろう？」「単元を通して

解決したい！」という課

題意識を醸成します。 

メリット① 主体的に活用しながら知識を習得できる 

C：ごんは「引き合わな

い」と言っていますが、

自分から正体を明かそ

うとはしていません。 

メリット② より実感を伴った理解となる 

T：どこ

からそう

思いまし

たか？ 

C：うら口から、

こっそり入っ

た、と書いてあ

るからです。 

メリット③ 学びが自覚され、生きて働く知識となる 

C：登場人物の気持ち

は、会話や行動だけで

なく、様子からも分か

ることを学びました。 

T：様子を表す言

葉は、３年生で習

った「くわしくする

言葉」ですね。 

C：何をくわ

しくしている

かが大事な

のか！ 

授業実践アイディア例            久慈市教育委員会 指導主事 糸坪 伸宏 

A 修飾と被修飾の関係を理解する。  教材名：ごんぎつね（４年下） 



 

 

 

 

 

 

 

□ 単元構想例 

段階 時間 学習活動 指導のポイント 

一次 

（課題意識

の醸成） 

１ 
・初発の感想（心に残っ
た場面、みんなで考えた
いこと）を書く。 

 

２ 
・みんなの問いから、学
習計画を立てる。 

 

二次（課題

解決のた

めの読み） 

３～６ 
・登場人物に焦点を当
て、気持ちの変化を考え
る。 

 

７・８ 
・クライマックス場面につ
いて、みんなで考える。 

 

三次 

（表現） 

９・10 
・読んで考えたことを個
人でまとめ、グループで
伝え合う。 

 

11 
・単元で学んだことを振
り返る。 

 

 
□ 授業場面例（第 6時） 
学習課題「引き合わないと言っていたごんは、なぜ、次の日もくりを持っていったのだろうか。」 

※ 個人で「ごん」の気持ちや行動の理由を見つけた後、互いの考えを伝え合う場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年「C読むこと」（文学的な文章） 
◎ 単元名 物語を読み、考えたことを伝え合おう（『ごんぎつね』） 

◎ 重点指導事項 

 登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像すること。〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）エ 

ポイント① 
課題解決的な単元
を構想しましょう！ 

ポイント② 
考えの根拠を叙述
に求めましょう！ 

ポイント③ 
どうして解決できた
か明確にしましょう！ 

ごんは、

兵十に気付

いてほしか

ったから、

次の日も持

っていった

のだと思う。 

でも、ごんは、自分から正体を

明かそうとはしていないよ。だっ

て、「うら口から、こっそり中へ入

りました。」と書いてあるから。 

なるほど。ただ、３

の場面では、「入り

口に、くりを置いて帰

りました。」と書いて

あったから、気付い

てほしい気持ちがだ

んだん強くなってき

たんじゃないかな。 

※ 授業終盤で、子どもが学びを自覚できるように教師が働きかける場面 

T：どんな言葉に着目したから、分かったのですか？          C:様子を表す言葉です。 

T:「様子を表す言葉」が行動を詳しくしているから、「ごん」の気持ちが分かったのですね。 

C:そうか！「こっそり」に着目してどういう気持ちか考えたから、今日、ぼくは分かったのか！ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践アイディア例              宮古教育事務所（岩泉町） 指導主事 永沼 竜次 

B 目的に応じて、必要な情報を見付けて読む。 
                   教材名：未来につなぐ工芸品（光村図書４年）  

大前提：…ただ活動するだけの学習にならないよう…〔思考力、判
断力、表現力等〕の各領域において、学習過程を一層明
確にし、各指導事項を位置付けた。 

（『小学校学習指導要領解説国語編』P.９） 

つまり 
必要な情報を見付けて読む（要約する）には、文章全体
の構成を捉えることも、適切に指導する必要がある！ 

そのために 

ポイント① 文章全体の構成を捉える指導を計画的に行いましょう！ 

メリット① 必要な情報を見付けて読むための土台となる 

文章全体の構成を捉える

力を身に付けるためには、

低学年からの学びの系統性

を意識しながら、螺旋的・

反復的に指導していくこと

が大切です。 

段落相互の関係を捉え

ることにより、目的に応

じて要約する学習活動へ

の理解や定着が確かなも

のとなります。 

そしてこの力は、高学年

で、要旨を把握する力に

つながっていきます。 

 話題提示や問題提起、事例、分析、主張など、各段落（部分）の役割に着目することで、文

章の構成（全体）を捉えることができます。また、段落相互の関係を捉えるには、「さらに」、

「例えば」、「このように」のようなつなぎ言葉に目をつけることが大切です。 

「未来につなぐ工芸品」では、各段落の役割に着目しながら、筆者の工芸品に対する思い

（主張）が「始め」と「終わり」に示された双括型の文章であること、主張と２つの理由が関

連していること（段落相互の関係）をおさえます。        【構造と内容の把握】 
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芸
品
を
作
E
て
い
ま
す
︒
わ
た
し
は
︑
そ
ん
な
職
⼈
と
︑

職
⼈
た
ち
が
⽣
み
出
す
⼯
芸
品
が
⼤
す
き
で
︑
⼯
芸
品
の
よ
さ
を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
︒
⽇
本
⼈
の
⽣
活
の
変
化
な

ど
か
ら
︑
昔
に
く
ら
べ
て
⼯
芸
品
を
使
う
⼈
が
へ
り
︑
職
⼈
の
数
も
少
な
く
な
E
て
き
て
い
ま
す
が
︑
わ
た
し
は
︑
⼯
芸
品

を
未
来
の
⽇
本
に
の
こ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
そ
れ
に
は
⼆
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
︒ 

三
 
⼀
つ
⽬
の
理
由
は
︑
⼯
芸
品
が
︑
過
去
︑
げ
ん
ざ
い
と
続
い
て
き
た
⽇
本
の
⽂
化
や
げ
い
じ
â
つ
を
︑
未
来
に
つ
な
い

で
く
れ
る
こ
と
で
す
︒
例
え
ば
︑
奈
良
県
に
︑﹁
奈
良
墨
﹂
と
い
う
⼯
芸
品
が
あ
り
ま
す
︒
奈
良
墨
は
︑
千
年
以
上
も
前
か

ら
︑
⽂
字
や
絵
を
か
く
た
め
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒
⽊
や
紙
に
か
か
れ
た
墨
は
︑
今
も
消
え
る
こ
と
な
く
の

こ
E
て
い
て
︑
当
時
の
⽂
化
を
わ
た
し
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
げ
ん
ざ
い
も
︑
書
家
や
画
家
︑
墨
で
⽂

字
や
絵
を
か
く
こ
と
を
楽
し
む
⼈
た
ち
の
中
に
︑
⾊
合
い
が
美
し
く
︑
か
き
ご
こ
ち
の
よ
い
奈
良
墨
を
使
E
て
い
る
⼈
が
多

く
い
ま
す
︒
そ
う
し
て
か
か
れ
た
も
の
は
︑
未
来
に
︑
今
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
:
う
︒
茶
道
で
使
う
茶
わ
ん
︑
落
語

家
の
せ
ん
す
︑
祭
り
の
と
き
の
ち
:
う
ち
ん
や
和
だ
い
こ
な
ど
も
同
じ
で
す
︒
職
⼈
が
作
る
さ
ま
ざ
ま
な
⼯
芸
品
が
あ
る
か

ら
こ
そ
︑
⽇
本
の
⽂
化
や
げ
い
じ
â
つ
を
未
来
に
の
こ
せ
る
の
で
す
︒ 

四
 
⼆
つ
⽬
の
理
由
は
︑
か
ん
き
:
う
を
未
来
に
つ
な
い
で
く
れ
る
こ
と
で
す
︒
⼯
芸
品
に
は
︑
材
料
や
作
り
⽅
の
⾯
で
︑

か
ん
き
:
う
へ
の
負
荷
が
少
な
い
と
い
う
と
く
ち
:
う
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
⻑
く
使
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
︑

ご
み
を
へ
ら
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
︒
岩
⼿
県
の
﹁
南
部
鉄
器
﹂
を
例
に
⾒
て
み
ま
し
:
う
︒
あ
る
⼯
房
で
は
︑
⽕
⼭
岩
の

す
な
と
ね
ん
⼟
を
ま
ぜ
て
型
を
作
り
︑
そ
こ
に
⽊
炭
の
⽕
で
と
か
し
た
鉄
を
流
し
こ
ん
で
︵
写
真
①
︶︑
鉄
び
ん
や
ふ
う
り
ん

な
ど
で
作
り
ま
す
︒
さ
び
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
⽊
炭
で
熱
し
︵
写
真
②
︶︑
仕
上
げ
に
う
る
し
を
ぬ
E
て
⾊
を
つ
け
る
の
で
す

が
︑
そ
の
と
き
に
使
う
は
け
︵
写
真
③
︶
も
︑﹁
ク
ゴ
﹂
と
い
う
植
物
で
で
き
て
い
ま
す
︒
南
部
鉄
器
は
︑
鉄
︑
⽊
炭
︑
す

な
︑
ね
ん
⼟
︑
う
る
し
︑
ク
ゴ
な
ど
︑
⾃
然
に
あ
る
素
材
で
︑
電
気
や
化
学
薬
品
を
使
わ
な
く
て
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
︒
さ
び
に
く
く
︑
じ
:
う
ぶ
な
の
で
︑
五
⼗
年
︑
百
年
と
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
材
料
や
作
り
⽅
︑
そ
し
て

⻑
く
使
え
る
と
い
う
点
で
︑
か
ん
き
:
う
に
や
さ
し
い
と
い
え
ま
す
︒ 

五
 
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
︑
わ
た
し
は
︑
⼯
芸
品
を
未
来
の
⽇
本
に
の
こ
し
た
い
と
考
え
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
︑
多
く
の

⼈
に
そ
れ
ぞ
れ
の
⼯
芸
品
の
よ
さ
を
知
E
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
︒
⼯
芸
品
に
は
︑
道
具
と
し
て
の
便
利
さ
︑
使
い
ご

こ
ち
︑
⾊
や
形
︑
も
よ
う
の
美
し
さ
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
よ
さ
が
あ
り
ま
す
︒
ど
こ
に
み
り
:
く
を
感
じ
る
か
は
︑
⼈
そ
れ

ぞ
れ
で
す
︒ 

六
 
あ
る
と
き
︑
⻑
野
県
で
﹁
⽊
曽
漆
器
﹂
と
い
う
⼯
芸
品
を
作
E
て
い
る
職
⼈
に
︑
こ
ん
な
こ
と
を
⾔
わ
れ
ま
し
た
︒
﹁
⼯

芸
品
を
作
E
て
い
る
⼈
だ
け
が
職
⼈
な
の
で
は
な
く
︑
そ
の
よ
さ
を
み
ん
な
に
伝
え
て
く
れ
る
⼈
も
︑
⼯
芸
品
を
次
の
時
代

に
の
こ
す
︑
⼀
⼈
の
職
⼈
さ
ん
な
の
で
す
よ
︒﹂
と
︒
そ
れ
か
ら
は
︑
⾃
分
も
そ
の
⼯
芸
品
に
関
わ
る
﹁
⼀
⼈
の
職
⼈
﹂
な
の

だ
と
い
う
気
持
ち
で
︑
⾃
分
が
本
当
に
よ
い
と
感
じ
た
こ
と
を
︑
職
⼈
が
こ
め
た
思
い
と
と
も
に
伝
え
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
︒ 

七
 
わ
た
し
は
︑
⼯
芸
品
を
の
こ
す
こ
と
は
︑
⽇
本
の
⽂
化
や
げ
い
じ
â
つ
︑
そ
し
て
︑
か
ん
き
:
う
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
︒
だ
か
ら
︑
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
︑
⼯
芸
品
を
⼿
に
取
E
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒
そ
し

て
︑
⼯
芸
品
に
み
り
:
く
を
感
じ
た
ら
︑﹁
⼀
⼈
の
職
⼈
﹂
に
な
E
て
︑
先
⽣
や
友
達
︑
家
族
に
︑
⾃
分
が
ど
う
感
じ
た
の
か

を
伝
え
て
み
て
く
だ
さ
い
︒ 

【例】全文シートを使用して文章の構成を捉える。 
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ポイント② 系統性を確認して教材研究しましょう！ 

②段落 
…わたしは、工芸品を未来の日本にのこしていきたいと考
えています。それには、二つの理由があります。 

③段落 
一つ目の理由は、工芸品が、過去、げんざいと続いてきた日
本の文化やげいじゅつを、未来につないでくれることです。 

⑦段落 
わたしは、工芸品をのこすことは、日本の文化やげいじゅつ、そし
て、かんきょうを未来につないでいくことになると考えます。 

 低学年の段階から、書き手が述べている事柄を正確に捉えるために、重要な語や文を

見付けることが大切です。そして、その力を生かした教材研究が必要です。 

・時間や順序の事柄を表す語 ・くり返し使われている語 ・文末表現（断定表現） 

・題名 ・つなぎ言葉 

等に着目し、文章全体から中心となる語や文を見付けていきます。「未来につなぐ工芸

品」であれば、「未来」、「工芸品」、「職人」「げいじゅつ」、「かんきょう」といった言葉

に着目しながら教材研究を進めていきます。            【精査・解釈】 

 

大事な語や文は、始め・中・

終わりのまとまりごとに抜き

出し、文章構成表等を用い

て、整理しておきます。 

見付けた文には、題名と直結

する語も多く含まれているた

め、題名との関係に気付かせ

ることにもつながります。 

このことは、高学年で文章か

ら必要な情報を見付けたり、

論の進め方を捉えたりするこ

とに発展していきます。 

 

本文全体から着目した文（一部抜粋） 

メリット② 既習事項を活用して中心となる語や文を判断できる 

ポイント③ 目標とする児童の記述を明確にしましょう！ 

目的等に応じて、分量や段落数、常体・敬体などの条件を示しながら要約します。授業者が事前に要約を作成

してみることが大切です。目標とする記述が明確になり、指導に役立てることができます。 

 

３００字以内で要約するなら、「中」の部分は、前回ま

とめた大事な言葉や文のうち、どれが必要ですか？ 

「かんきょうを未来につないでくれることです。」と

いう文は、必要だと思います。 
 

筆者が工芸品を残したいと考えている理由の１つ

だからです。 
 

どうしてその文が大事なのですか？ 

前時にまとめたまとまりごとの

文や言葉から子どもたちは発言し

ます。その中から、筆者の主張や

それを支える事例等を示している

ものが要約に必要であることを指

導します。 

要約を作成する際は、ロイロノ

ート等アプリを活用することで、

文字数を調整するとともに、書き

直しながら書くことができます。 

メリット③ 適切な指導と評価→確実な資質・能力の育成につながる 


